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林 弘正教授 略歴・業績一覧

略 歴

１９４７年５月１６日 神奈川県川崎市生まれ

１９６６年３月 神奈川県立多摩高等学校卒業

１９７４年３月 中央大学法学部法律学科卒業（法学士）

１９７７年３月 中央大学大学院法学研究科刑事法専攻修士課程修了（法

学修士）

１９８３年３月 中央大学大学院法学研究科刑事法専攻博士後期課程単

位取得満期退学

２００６年８月 アライアント国際大学カリフォルニア臨床心理学大学

院（Alliant International University/California School of

Professional Psychology）臨床心理学研究科修士課程修了

（臨床心理学修士・Master of Arts in Clinical Psychology）

職 歴

１９８１年４月 中央大学通信教育部インストラクター （刑法担当、至

１９８８年３月）

１９８３年４月 中央大学法学部非常勤講師（刑法ゼミ担当、至１９８５年

３月）

１９８５年９月 駒澤大学法学研究所インストラクター （刑法担当、至

１９９４年３月）

１９８９年４月 東京家政大学文学部非常勤講師 （教職課程・法律学概

論担当、至２００３年３月）

１９９０年４月 常葉学園富士短期大学商学科助教授 （法学、刑法、ゼ

ミ担当、至１９９２年３月）

１９９２年４月 常葉学園富士短期大学国際教養科教授 （法学、刑法、



ゼミ担当、至１９９４年３月）

１９９４年４月 清和大学法学部教授（公法入門担当、至２００１年３月、

１９９８年４月より刑法Ⅰ（総論）、経済刑法、研究会担

当、至２００４年３月）

２０００年４月 中央大学法学部非常勤講師 （刑法担当、至２００４年３

月）

２００４年４月 島根大学大学院法務研究科教授（刑法Ⅰ（総論）、刑法

Ⅱ（各論）、刑事法総合Ⅰ担当、カリキュラム改正後、

刑事法入門、刑法Ⅰ（総論）、刑法Ⅱ（各論）、刑事法

総合Ⅰ担当、至 現在）

２００９年４月 白�大学法科大学院非常勤講師（刑法演習Ⅰ、刑法演

習Ⅱ担当、２０１２年４月より刑法Ⅰ、刑法Ⅱ、刑法演習

Ⅰ、刑法演習Ⅱ担当、至 現在）

２０１３年４月 島根大学名誉教授

学会活動歴

１９７８年９月 日本刑法学会会員（至 現在）

１９８７年５月 第６５回日本刑法学会 ワークショップ 「違法性の意識」

個人報告

１９９１年１０月 日本被害者学会会員（至 現在）

１９９２年６月 第３回日本被害者学会学術大会 個人報告 「親による

性的虐待の被害」

１９９６年６月 日本法政学会会員（２００７年１１月理事、至 現在）

１９９９年５月 第７７回日本刑法学会 ワークショップ 「児童虐待と刑

事規制」個人報告

２００２年５月 第８０回日本刑法学会 個人報告「児童虐待の現況と刑

事法的介入」

２００４年６月 第１００回日本法政学会 シンポジュウム「長引く不況と

島大法学第５６巻第４号



消費者問題」 個人報告「消費者問題への刑事法的アプ

ローチ－ヤミ金融および経済刑法から見た消費者保護－」

２００８年６月 第１０８回日本法政学会 シンポジュウム「近未来日本の

社会、政策及び法制度」 個人報告「情報化社会におけ

る新たな犯罪と刑罰権の行使」

２０１０年６月 第１１２回日本法政学会 シンポジュウム「裁判員制度

国民の司法参加」 個人報告「裁判員制度の運用実態と

問題点の考察－刑法の視点から－」

２０１２年１１月 第１１７回日本法政学会 特別講演「日本法政学会と私」

企画及び司会

国外での報告

２００８年１１月 国立ソウル大学行政大学院 シンポジュウム「Evidence−

Based Governance」 個人報告「Child Abuse in Japan

− Toward Problem Resolution through Criminal Law Process−」

２００８年１１月 韓国刑事政策研究院 個人報告「改正刑法假案成立過

程の考察」

２０１３年３月 台湾國立政治大學 シンポジュウム 「現代行政の課題

と展望」 特別報告「裁判員裁判の現状と課題」

著 書

【単著】

１．『児童虐待 その現況と刑事法的介入』 成文堂、２０００年１２月

２．『改正刑法假案成立過程の研究』 成文堂、２００３年１２月

３．『児童虐待 その現況と刑事法的介入［改訂版］』 成文堂、２００６年１２月

４．『児童虐待Ⅱ 問題解決への刑事法的アプローチ』 成文堂、２００７年５月

５．『児童虐待Ⅱ 問題解決への刑事法的アプローチ［増補版］』

成文堂、２０１１年１１月



６．『相当な理由に基づく違法性の錯誤』 成文堂、２０１２年３月

【共著】

１．『条解 刑法Ⅰ』（下村康正編著） 三省堂、１９８０年

２．『条解 刑法Ⅱ』（下村康正編著） 三省堂、１９８１年

３．『条解 刑法Ⅲ』（下村康正編著） 三省堂、１９８１年

４．『法学・憲法』（小林弘人・松村格編著） 八千代出版、１９９０年

５．八木國之先生古稀祝賀論文集『刑事法学の現代的展開 上巻』

法学書院、１９９２年

６．利光三津夫・林 弘正『法学－法制史家のみた－』 成文堂、１９９４年

７．下村康正先生古稀祝賀論文集『刑事法学の新動向 上巻』

成文堂、１９９５年

８．『新判例マニュアル刑法Ⅰ（総論）』（香川達夫・川端博編著）

三省堂、１９９８年

９．『児童虐待への介入 その制度と法［増補版］』（吉田恒雄編著）

尚学社、１９９９年

１０．佐藤司先生古稀祝賀論文集『日本刑事法の理論と展望 上巻』

信山社、２００２年

１１．『刑法判例百選Ⅱ各論［第５版］』「わいせつ罪における公然性」

有斐閣、２００３年

１２．『家族とトラウマ』（JUST編集） JUST、２００３年

１３．『刑法総論２７講』（立石二六編著） 成文堂、２００４年

１４．日本法政学会５０周年記念『現代法律学の課題』 成文堂、２００６年

１５．『刑法各論３０講』（立石二六編著） 成文堂、２００６年

１６．『刑法総論３０講』（立石二六編著） 成文堂、２００７年

１７．『刑法判例百選Ⅱ各論［第６版］』「仮処分の公示札の有効性」

有斐閣、２００８年

１８．『初めての人権』（古橋エツ子他編著） 法律文化社、２００８年
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１９．Evidence−Based Governance，２００８− Diversity, Progress & Continuity−

Child Abuse in Japan−Toward Problem Resolution through Criminal Law Proc-

ess− , Graduate School of Public Administration, Seoul National University.

２０．藤井�行先生退任記念論文集『日本の民主的基盤形成の探求』

法律文化社、２０１０年

２１．『立石二六先生古稀祝賀論文集』 成文堂、２０１０年

２２．『新・初めての人権』（古橋エツ子他編著） 法律文化社、２０１２年

２３．『現代行政の課題と展望』「裁判員裁判の現状と課題」

台湾國立政治大學国際関係中心、２０１３年

論 文

１．「『違法性の意識』の今日的問題状況」

中央大学大学院研究年報第８号（１９７９年）

２．「西ドイツの判例における『禁止の錯誤の回避可能性の判断基準』につい

て」 中央大学大学院研究年報第９号（１９８０年）

３．「禁止の錯誤の回避可能性の判断基準－とくに刑事政策的視点からの見解

について－」 法学新報９１巻８・９・１０号（１９８５年）

４．「違法性の意識－わが国の近時の判例における『相当な理由に基づく違法

性の錯誤』の判断基準について－」 刑法雑誌３０巻１号（１９８９年）

５．「禁止の錯誤の回避可能性の判断基準－西ドイツの近時の判例について－」

常葉学園富士短期大学研究紀要創刊号（１９９１年）

６．「児童虐待、特に『親による性的虐待』に対する刑事規制について」

常葉学園富士短期大学研究紀要２号（１９９２年）

７．「児童虐待、特に性的虐待に対する刑事規制のための序論」

常葉学園富士短期大学研究紀要３号（１９９３年）

８．「『親による性的虐待』の被害」 被害者学研究第２号（１９９３年）

９．「児童虐待、特に性的虐待に関する刑事訴訟法上の諸問題－証言の証拠能

力について－」 常葉学園富士短期大学研究紀要４号（１９９４年）



１０．「改正刑法假案成立過程の一考察－『刑法並監獄法改正起草委員会決議條

項（刑法各則編第二次整理案）』を中心として－」

法学新報１０５巻１２号（１９９９年）

１１．「明治四十年刑法第百八十三条についての一考察」

清和法学研究６巻１号（１９９９年）

１２．「性的自由を侵害する犯罪についての法制史的一考察―近親姦を中心とし

て―」 清和法学研究６巻２号（１９９９年）

１３．「姦通罪についての法制史的一考察（一）－『刑法並監獄法改正起草委員

会決議條項（刑法各則編第二次整理案）』の成立から『改正刑法假案』の

成立に至る経緯－」 法学新報１０６巻５・６号（２０００年）

１４．「姦通罪についての法制史的一考察（二）－『刑法並監獄法改正起草委員

会決議條項（刑法各則編第二次整理案）』の成立から『改正刑法假案』の

成立に至る経緯－」 法学新報１０６巻９・１０号（２０００年）

１５．「姦通罪についての法制史的一考察（三）－『刑法並監獄法改正起草委員

会決議條項（刑法各則編第二次整理案）』の成立から『改正刑法假案』の

成立に至る経緯－」 法学新報１０６巻１１・１２号（２０００年）

１６．「児童虐待防止法」 法学教室２５５号（２００１年）

１７．「児童虐待への刑事法的アプローチ」 罪と罰３９巻４号（２００２年）

１８．「児童虐待」 被害者学研究第１２号（２００２年）

１９．「児童虐待と不作為犯論」 現代刑事法４巻９号（２００２年）

２０．「児童虐待の現況と刑事法的介入」 刑法雑誌４２巻３号（２００３年）

２１．「裁判実務における性的虐待事例についての一考察」

島大法学４８巻２号（２００４年）

２２．「消費者問題への刑事法的アプローチ－ヤミ金融および経済刑法から見た

消費者保護－」 法政論叢４１巻１号（２００４年）

２３．「裁判実務における身体的虐待及びネグレクト事例についての一考察」

渥美東洋先生退職記念論文集 法学新報１１２巻１・２号（２００５年）

２４．「安楽死についての刑事法的一考察」 眞田芳憲先生古稀祝賀論文集
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法学新報１１３巻１１・１２号（２００７年）

２５．「児童虐待をめぐる現状と課題」 刑事法ジャーナル１２号（２００８年）

２６．「情報化社会における新たな犯罪と刑罰権の行使」

法政論叢４５巻１号（２００８年）

２７．「改正刑法假案成立過程の考察」

Korean Criminological Review,No.７６（２００８年）

２８．「児童虐待－その現況と課題－」 憲法論叢１６号（２００９年）

２９．「裁判員裁判に内在する諸問題－島根県裁判員裁判第１号事件を素材とし

て－」 島大法学５３巻４号（２０１０年）

３０．「裁判員制度の運用実態と問題点の考察－刑法の視点から－」

法政論叢４７巻１号（２０１０年）

３１．「違法性の錯誤に関する規定の成立経緯についての一考察－『改正刑法假

案』を中心として－」 法学新報１１８巻１・２号（２０１１年）

３２．「児童虐待の現況と近時の裁判実務についての一考察」

島大法学５５巻１号（２０１１年）

３３．「危険運転致死傷罪についての一考察－最高裁平成２３年１０月３１日決定を契

機として－」 島大法学５５巻４号（２０１２年）

３４．「裁判員裁判制度に内在する諸問題－鳥取地裁平成２４年１２月４日判決を素

材に－」 島大法学５６巻３号（２０１３年）

［判例評釈］

１．「刑法１条２項にいう『日本船舶』にあたるとされた上で、公海上におけ

る船舶覆没行為につき刑法１条２項により同法１２条２項の適用があると

された事例」 法学新報９２巻１０・１１・１２号（１９８６年）

２．「覚醒剤であるフェニルメチルアミノプロパン塩酸塩粉末を麻薬であるコ

カインと誤認して所持した場合の罪責と没収の適条」

法学新報９３巻１１・１２号（１９８７年）

３．「百円紙幣を模造する行為につき違法性の意識の欠如につき相当の理由が



あるとはいえないとされた事例」 法学新報９５巻１・２号（１９８８年）

４．「常習累犯窃盗罪の常習性が認められた事例」判例評論４９９号（２０００年）

５．「公職選挙法上の選挙長の立候補届出受理事務と業務妨害罪にいう業務」

現代刑事法３巻５号（２００１年）

６．「いわゆるレーザー脱毛の営業に関し、医師法違反の違法性の意識を欠い

たことに相当な理由があるとはいえないとされた事例」

判例評論５４５号（２００４年）

７．「けん銃部品の輸入について、違法性の意識の可能性がなく、故意の成立

が認められないとされた事例」 島大法学５４巻４号（２０１１年）

［その他］

１．「児童への性的虐待どう防ぐ」 読売新聞２００１年３月１４日朝刊・論点

２．「或る作曲家の父－私的大江健三郎論」 村井実主宰・教育の原点を求め

る研究会 機関誌・アガトス２号（１９９３年）

３．「児童虐待についての刑事法的一考察」 村井実主宰・教育の原点を求め

る研究会 機関誌・アガトス２０号（２００２年）

４．「高松地裁平成１５年１月３１日判決－園長による保育園児虐待死のケースに

未必の故意による不作為殺人を認定した事案についてのコメント」

毎日新聞大阪本社版２００３年２月１日朝刊

５．「松江地裁平成１６年５月２７日判決－２４歳の母親が１歳の長女を布団蒸しに

して殺害し未必の故意による殺人を認定した事案についてのコメント」

山陰中央新報２００４年５月２８日朝刊

６．「我が子を守れ！『性犯罪』防衛術」 Yomiuri Weekly．２００５．２．１３．

７．「自殺考－法律学、特に刑事法の視点より－」平和と宗教２４号（２００５年）

８．松江地裁 裁判員裁判第１号の傍聴及びコメント

読売新聞島根版 ２００９年１０月２７日、２９日、３０日

９．松江地裁 裁判員裁判第１号の傍聴

NHK松江２００９年１０月２８日午後６時ニュース
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１０．児童虐待 関西 TV ２００９年１０月３０日午後６時２０分 ニュース特集Anchor

１１．鳥取裁判員裁判事案・不審死事件コメント 日本海 TV ２０１２年５月３０日

午後６時１５分ニュース

１２．鳥取地裁 裁判員裁判・不審死事件コメント BSS山陰放送２０１２年９月

２５日～１２月４日「テレポート山陰」

１３．呉乳児虐待事件コメント 毎日新聞広島版２０１２年１０月２５日朝刊

１４．「裁判員裁判７５日 鳥取不審死事件の法廷」 BSS山陰放送２０１２年１２月２８日






